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№181

令和６年７月

宮津市字由良
由良の里センター内

由良地区公民館

　

宮
津
線
開
通
１
０
０
周
年
を
記

念
し
て
４
月
12
日
か
ら
４
月
14
日

に
か
け
て
丹
後
由
良
駅
、
栗
田
駅
、

宮
津
駅
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
た
。
丹
後
由
良
駅
で
は
14
日
に

桜
祭
り
を
行
い
、
記
念
を
祝
っ
た
。

桜
が
開
花
を
待
っ
て
く
れ
て
い
た

よ
う
だ
っ
た
。

　

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
４
月

12
日
、
京
都
日
出
新
聞
丹
後
鉄
道

記
念
号
に
由
良
村
長　

大
森
清
四

郎
氏
談
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、

公
民
館
だ
よ
り
に
再
掲
載
し
、
当

時
、
鉄
道
が
開
通
し
た
こ
と
で
村

長
が
由
良
村
に
ど
の
よ
う
な
未
来

を
描
い
て
い
た
の
か
を
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
１
０
０
年
前

の
こ
と
で
あ
り
、
今
と
は
環
境
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
現
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
由

良
地
区
の
発
展
に
ヒ
ン
ト
と
な
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

天
橋
に
次
ぐ
景
勝
地

　
　
　

由
良
を
開
放
し
て
都
人
士 

　
　
　

を
迎
え
る

　

今
夏
は
理
想
的
海
水
浴
場

　

由
良
村
長　

大
森
清
四
郎
氏
談

　

丹
後
鉄
道
の
開
通
に
お
い
て
は

由
良
村
の
識
者
先
覚
者
は
宮
津
、

峰
山
の
有
志
と
協
同
し
策
応
し
て
、

多
年
そ
の
筋
に
運
動
し
き
た
っ
た

国鉄宮津線開通記念祝賀会　大正 13年 4月 12日

鉄
道
開
通
１
０
０
周
年

由
良
地
区
公
民
館
長
　
千　

坂　

幸　

雄

　

１
０
０
年
前
の
思
い
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の
で
あ
る
か
ら
、
今
度
、
い
よ
い

よ
開
通
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を

見
て
は
、
一
村
を
挙
げ
て
狂
喜
す

る
の
も
無
理
で
は
あ
る
ま
い
。
鉄

道
の
開
通
を
機
と
し
て
、
絶
佳
な

自
然
の
風
光
と
、
天
惠
的
産
物
と

を
以
て
天
下
の
由
良
と
し
て
天
橋

に
次
ぐ
べ
き
遊
園
地
と
な
す
べ
く
、

種
々
施
設
す
る
考
え
で
今
年
の
夏

は
理
想
的
海
水
浴
場
を
設
け
る
想

定
で
あ
る
。
場
所
は
由
良
川
の
海

に
注
ぐ
所
に
し
て
、
三
か
所
の
脱

衣
場
を
設
け
、
水
中
に
は
浮
標
を

浮
か
ば
し
て
安
全
地
帯
を
示
し
更

に
数
名
の
海
水
浴
場
管
理
者
を
置

い
て
、
万
一
の
危
険
に
備
え
る
つ

も
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
甚
だ
遺

憾
に
堪
え
な
い
の
は
、
都
人
士
を

迎
え
る
に
足
る
べ
き
旅
館
の
な
い

点
で
あ
る
。
故
に
応
急
の
施
設
と

し
て
、
民
家
の
部
屋
を
開
放
し
、

自
由
に
自
然
の
子
と
な
っ
て
簡
易

な
自
炊
生
活
の
で
き
る
よ
う
に
魚

類
や
蔬
菜
は
、
村
役
場
が
指
定
人

に
補
助
を
与
え
、
価
格
を
監
視
し

て
廉
売
せ
し
め
る
考
え
で
あ
る
。

特
に
団
体
に
は
、
暑
中
休
暇
中
に

限
り
小
学
校
の
開
放
を
も
い
と
わ

な
い
。
我
由
良
の
海
水
浴
場
は
、

普
通
の
海
水
浴
場
と
違
い
、
湖
と

水
と
の
混
合
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

か
ら
、
衛
生
保
健
上
非
常
に
効
果

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
釣

り
魚
に
興
味
を
有
す
る
人
々
が
あ

る
な
ら
ば
ハ
ゼ
釣
り
に
良
く
、
ク

ロ
ダ
イ
、
ア
ン
コ
ウ
は
な
か
な
か

よ
く
釣
れ
る
。
由
良
川
の
注
ぐ
所

に
は
ハ
マ
グ
リ
が
繁
殖
し
て
お
り
、

塩
湯
治
を
し
な
が
ら
貝
狩
り
が
で

き
る
わ
け
で
あ
る
。
漁
火
を
点
じ

て
海
中
の
岩
を
覗
け
ば
サ
ザ
エ
は

獲
れ
る
し
、
趣
味
の
多
い
引
き
網

の
ご
と
き
も
一
回
十
円
く
ら
い
で

漁
夫
を
雇
い
、
銀
鱗
の
踊
る
所
を

漁
り
、
直
ぐ
に
調
理
し
て
原
始
味

に
浸
る
こ
と
も
で
き
る
。
秋
に
で

も
な
れ
ば
、
ふ
く
い
く
た
る
松
茸

狩
り
も
で
き
る
。
由
良
付
近
一
帯

の
松
山
は
、
地
質
が
砂
地
で
あ
る

故
で
も
あ
ろ
う
。
産
す
る
松
茸
は

色
白
く
香
気
高
く
品
質
は
優
良
で

あ
る
。
さ
れ
ど
従
来
は
量
が
多
く

な
か
っ
た
の
で
今
年
か
ら
は
該
松

茸
山
に
人
工
的
施
設
を
加
え
た
の

で
、
こ
こ
二
三
ヶ
年
も
経
過
し
た

な
ら
ば
相
当
の
量
を
産
す
る
自
信

を
有
す
る
。
こ
れ
を
由
良
来
遊
の

士
に
提
供
し
た
い
と
思
う
て
い
る
。

更
に
運
動
器
具
を
備
え
野
球
を
し

た
い
方
々
の
為
に
、
特
に
青
年
団

の
チ
ー
ム
を
組
織
し
何
時
で
も
お

相
手
の
で
き
る
ま
で
の
練
習
を
さ

す
は
ず
で
あ
る
。
村
の
戸
数
は

四
百
余
り
、
人
口
は
二
千
二
百
程

で
あ
る
が
、
産
物
は
花
崗
岩
、
蜜

柑
、繭
、清
酒
等
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

就
中
繭
の
優
秀
な
る
こ
と
は
府
下

第
一
で
あ
っ
て
、
原
蚕
種
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。
兎
に
角
我
由
良
は
、

鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
天
の
時
、

地
の
利
、
人
の
和
を
得
た
の
で
活

躍
の
期
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
る
。



由良公民館だより（3）第181号 2024年7月発行

主
　
事
　
千 

坂  

昌 

子

行 
事 

報 

告



由良公民館だより2024年7月発行 第181号（4） 

令和６年度の役員

団 体 名 氏 名 団 体 名 氏 名

自治連合会 会長 濱本 喜彦 由良の歴史をさぐる会 会長 木村 卓雄

脇自治会 会長 縞田 一則 由良実業会 会長 松林 威寿

宮本自治会 会長 中垣 直之 由良観光組合 組合長 田村 光広

浜野路自治会 会長 中西 一孝 由良子供会連絡協議会 会長 山中 龍実

港自治会 会長 中西 達也 栗田中学校ＰＴＡ 副会長 浪江 晃太

下石浦自治会 会長 新宮 鶴雄 栗田小学校ＰＴＡ 会計 中西 保

上石浦自治会 会長 岸田 格 由良地区公民館 館長 千坂 幸雄

由良松寿会 会長 山田 耕助 由良地区公民館 主事 千坂 昌子

由良地区公民館役員（順不同・敬称略）

館長／千坂幸雄　　主事／千坂昌子

地 区 公民館活動員 備 考

脇 ◎長尾 明廣 松本 清 奥野 稔浩

宮本 ◎升田 優子 森本 泰広 浪江 晃太

浜野路 ◎玉垣 光紹 中西 悦子 森田美砂子

港 ◎小西まつ枝 小西 直

下石浦 ◎山下 昇

上石浦 ◎野村 雄治

注 ◎印…地区代表

由良地区公民館運営審議会委員（順不同・敬称略） 
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令和６年度の役員

団 体 名 氏 名 団 体 名 氏 名

自治連合会 会長 濱本 喜彦 由良の歴史をさぐる会 会長 木村 卓雄

脇自治会 会長 縞田 一則 由良実業会 会長 松林 威寿

宮本自治会 会長 中垣 直之 由良観光組合 組合長 田村 光広

浜野路自治会 会長 中西 一孝 由良子供会連絡協議会 会長 山中 龍実

港自治会 会長 中西 達也 栗田中学校ＰＴＡ 副会長 浪江 晃太

下石浦自治会 会長 新宮 鶴雄 栗田小学校ＰＴＡ 会計 中西 保

上石浦自治会 会長 岸田 格 由良地区公民館 館長 千坂 幸雄

由良松寿会 会長 山田 耕助 由良地区公民館 主事 千坂 昌子

由良地区公民館役員（順不同・敬称略）

館長／千坂幸雄　　主事／千坂昌子

地 区 公民館活動員 備 考

脇 ◎長尾 明廣 松本 清 奥野 稔浩

宮本 ◎升田 優子 森本 泰広 浪江 晃太

浜野路 ◎玉垣 光紹 中西 悦子 森田美砂子

港 ◎小西まつ枝 小西 直

下石浦 ◎山下 昇

上石浦 ◎野村 雄治

注 ◎印…地区代表

由良地区公民館運営審議会委員（順不同・敬称略） 

（小学４年生）

（小学５年生）

（小学６年生）

◦わたし発　世界に広がれ　やさしい気持ち

◦一人一人　生きてるだけで　世界遺産

◦見て見ぬふり　あなたもいじめの　共犯者

令和５年度 宮津市立小学校・中学校人権標語優秀作品
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一般会計（自治会協力金）
自　令和５年４月１日

収入の部
至　令和６年３月31日

（単位：円）

項 目 予算額 決算額 増 減 額 摘 要

繰越金 299,744 299,744 0 前年度より

公民館費 480,960 460,260 △ 20,700 120 円/１ヶ月 320 戸

各種補助金 0 0 0

雑収入 5 2,005 2,000 預金利息 記念誌等売上金

合 計 780,709 762,009 △ 18,700

支出の部

項 目 予算額 決算額 増 減 額 摘 要

会議費 35,000 20,100 △ 14,900 お茶 役員用ボールペン

事務費 10,000 6,366 △ 3,634 クリアーファイル、押しピン

旅費 50,000 26,419 △ 23,581 館長、主事旅費

通信費 3,000 1,760 △ 1,240 公民館だより郵送（鶴岡市由良自治会）

文化部費 100,000 79,072 △ 20,928 文化祭経費（景品 謝礼 袋など）

体育部費 60,000 5,120 △ 54,880 お茶 登山スタッフ弁当

健康広場費 10,000 4,630 △ 5,370 ツーデーウォーク参加費、お茶代

助成費 80,000 64,000 △ 16,000 ふるさと祭り協賛金、１０団体活動助成費、

渉外費 20,000 19,220 △ 780 保護観察協会会費 公民館掃除謝礼等

慶弔費 15,000 0 △ 15,000

備品費 250,000 190,804 △ 59,196 展示パネル２枚、ラミネート機器

子供活動費 20,000 6,850 △ 13,150 餅つきの材料費

消耗品費 10,000 10,544 544 乾電池 蛍光ランプ、 等

施設管理費 40,000 30,000 △ 10,000 公民館管理費

予備費 77,709 10,000 △ 67,709 由良駅前の桜絵画

合 計 780,709 474,885 △ 305,824

差引残高 287,124 円 は次年度に繰越します。

令和5年度由良地区公民館　決算報告書

（単位：円）

科 目 5 年度予算額 6 年度予算額 増減額 備 考

1 繰越金 299,744 287,124 12,620 前年度より

2 公民館費 480,960 472,320 8,640 120 円×328 戸×12 月

3 各種補助金 0 0 0

4 雑収入 5 5 0 貯金利子他

合 計 780,709 759,449 21,260

科 目 5 年度予算額 6 年度予算額 増減 備 考

1 会議費 35,000 35,000 0 お茶代、ボールペン

2 事務費 10,000 10,000 0 クリアファイル

3 旅費 50,000 50,000 0 館長、主事旅費

4 通信費 3,000 3,000 0 公民館だより郵送

5 事業費合計 190,000 140,000 △ 50,000
体育・文化費 健康広場費

子供活動費

6 助成費 80,000 90,000 10,000 ふるさと祭、10 団体助成費

7 渉外費 20,000 30,000 10,000 保護観察協会他

8 慶弔費 15,000 15,000 0

9 備品費 250,000 250,000 0 展示パネル

10 消耗品費 10,000 20,000 10,000 乾電池、蛍光ランプ等

11 施設管理費 40,000 40,000 0 公民館管理費

12 予備費 77,709 76,449 △ 1,260

合 計 780,709 759,449 △ 21,260

《特別会計》
・由良ヶ嶽登山道整備委託金（中丹東土木より） １３０，０００円

・グラウンド整備の委託金（宮津市より） ５５，０００円

《公民館配分予算》
・公民館活動費（宮津市より） １３０，０００円

以上、一般会計、特別会計、公民館配分予算で由良地区公民館の運営をしています。

一般会計（自治会協力金）
自　令和６年４月１日

至　令和７年３月31日

令和6年度由良地区公民館　予算書

収入の部

支出の部

△

△

△
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一般会計（自治会協力金）
自　令和５年４月１日

収入の部
至　令和６年３月31日

（単位：円）

項 目 予算額 決算額 増 減 額 摘 要

繰越金 299,744 299,744 0 前年度より

公民館費 480,960 460,260 △ 20,700 120 円/１ヶ月 320 戸

各種補助金 0 0 0

雑収入 5 2,005 2,000 預金利息 記念誌等売上金

合 計 780,709 762,009 △ 18,700

支出の部

項 目 予算額 決算額 増 減 額 摘 要

会議費 35,000 20,100 △ 14,900 お茶 役員用ボールペン

事務費 10,000 6,366 △ 3,634 クリアーファイル、押しピン

旅費 50,000 26,419 △ 23,581 館長、主事旅費

通信費 3,000 1,760 △ 1,240 公民館だより郵送（鶴岡市由良自治会）

文化部費 100,000 79,072 △ 20,928 文化祭経費（景品 謝礼 袋など）

体育部費 60,000 5,120 △ 54,880 お茶 登山スタッフ弁当

健康広場費 10,000 4,630 △ 5,370 ツーデーウォーク参加費、お茶代

助成費 80,000 64,000 △ 16,000 ふるさと祭り協賛金、１０団体活動助成費、

渉外費 20,000 19,220 △ 780 保護観察協会会費 公民館掃除謝礼等

慶弔費 15,000 0 △ 15,000

備品費 250,000 190,804 △ 59,196 展示パネル２枚、ラミネート機器

子供活動費 20,000 6,850 △ 13,150 餅つきの材料費

消耗品費 10,000 10,544 544 乾電池 蛍光ランプ、 等

施設管理費 40,000 30,000 △ 10,000 公民館管理費

予備費 77,709 10,000 △ 67,709 由良駅前の桜絵画

合 計 780,709 474,885 △ 305,824

差引残高 287,124 円 は次年度に繰越します。

令和5年度由良地区公民館　決算報告書

（単位：円）

科 目 5 年度予算額 6 年度予算額 増減額 備 考

1 繰越金 299,744 287,124 12,620 前年度より

2 公民館費 480,960 472,320 8,640 120 円×328 戸×12 月

3 各種補助金 0 0 0

4 雑収入 5 5 0 貯金利子他

合 計 780,709 759,449 21,260

科 目 5 年度予算額 6 年度予算額 増減 備 考

1 会議費 35,000 35,000 0 お茶代、ボールペン

2 事務費 10,000 10,000 0 クリアファイル

3 旅費 50,000 50,000 0 館長、主事旅費

4 通信費 3,000 3,000 0 公民館だより郵送

5 事業費合計 190,000 140,000 △ 50,000
体育・文化費 健康広場費

子供活動費

6 助成費 80,000 90,000 10,000 ふるさと祭、10 団体助成費

7 渉外費 20,000 30,000 10,000 保護観察協会他

8 慶弔費 15,000 15,000 0

9 備品費 250,000 250,000 0 展示パネル

10 消耗品費 10,000 20,000 10,000 乾電池、蛍光ランプ等

11 施設管理費 40,000 40,000 0 公民館管理費

12 予備費 77,709 76,449 △ 1,260

合 計 780,709 759,449 △ 21,260

《特別会計》
・由良ヶ嶽登山道整備委託金（中丹東土木より） １３０，０００円

・グラウンド整備の委託金（宮津市より） ５５，０００円

《公民館配分予算》
・公民館活動費（宮津市より） １３０，０００円

以上、一般会計、特別会計、公民館配分予算で由良地区公民館の運営をしています。

一般会計（自治会協力金）
自　令和６年４月１日

至　令和７年３月31日

令和6年度由良地区公民館　予算書

収入の部

支出の部

△

△

△
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期 日 行 事 内 容

年３回（７月・１１月・３月） 公民館だより発行

４月２１日（日）９：００ 駅前通り芝桜除草作業（公民館活動員、地区民）

４月２３日（火）８：３０ 由良ヶ嶽登山道整備作業（公民館、自治連、観光組合）

４月２９日（月）８：３０ 第５６回由良ヶ嶽登山（予備日 ５月３日）

６月１６日（日）９：００ ニュースポーツ

（モルック、ファミリーバドミントン、ユニボッチャ）

第１回目 ７月 ７日（日）

１３：３０

第２回目 ７月１２日（金）

１９：００

第３回目 ７月１９日（金）

１３：３０

着物（浴衣）の着付け教室

７月２７日（土） 盆踊り（ふるさと祭協力事業、えいへいや踊り保存会共催）

９月 １日（日）１７：００ グラウンド除草作業（公民館、自治連、地区民）

１０月２０日（日）９：００ グラウンドゴルフ大会（団体戦）

１１月 ３日（日）９：００

準備：１１月２日（土）

由良地区文化祭（会場：はまの子体育館、グラウンド）

期 日 行 事 内 容

１２月１５日（日）

１０：００

子ども料理教室（餅つき）

（由良子供会と共催）

期 日 行 事 内 容

５月１１日（土）１４：３０ 由良の歴史ウォーキング「さぐる会看板フィールドワーク」

（由良の歴史をさぐる会共催）

９月２８日（土）８：３０ 由良地区外ウォーキング「天橋立ツーデーウォーク」

１月～３月 卓球教室（土曜日 連続講座）

令和６年度の事業計画

　公民館の事業は老若男女を問わず、多くの方が集まり、交流することで一人一人が元気に
なってもらう場です。一人一人が元気であることは地域を元気にします。公民館事業への参
加をよろしくお願いします。

体育・文化事業

子どものびのび体験活動

健康広場
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地
域
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

栗
田
幼
稚
園
長
・
小
学
校
長

栗
田
幼
稚
園
長
・
小
学
校
長

　
柴
　
柴  

田田 
 

 
 

真真  

樹樹
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如
意
寺　

寺
名
改
三
〇
〇
年
大
法
要

秘
仏
「
薬
師
如
来
像
」
五
十
年
に
一
度
の
御
開
帳

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　   

   

如
意
寺
大
法
要
実
行
委
員
長

如
意
寺
大
法
要
実
行
委
員
長

　
木
　
木  

村村    

卓卓  

雄雄
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由
良
が
光
り
輝
い
て
い
た
時
代
㉔

由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
会

由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
会

　
加
　
加  

藤藤 
 

 
 

正正  

一一
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由
良
っ
て
こ
ん
な
も
の
作
れ
る
ん
だ
Ⅷ

山山  

下下 
 

 
 

剛剛  

敏敏

　

梅
雨
入
り
が
遅
く
、
こ
の
冊
子
の

出
る
頃
に
は
、
短
い
梅
雨
が
明
け
、

暑
さ
が
一
気
に
加
速
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
数
年
間
の
気
候
の
変
動
に
戸

惑
う
ば
か
り
で
す
。
農
業
が
生
業
の

自
分
に
は
、
数
年
間
で
学
ん
だ
事
が

無
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
る
場
合
が
増

え
て
い
ま
す
。
現
場
百
篇
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
毎
日
の
よ
う
に
観
察
を

し
な
い
と
、
植
物
や
作
物
の
変
化
に

気
付
け
な
い
事
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
人
間
に
も
言
え
る
こ
と
で
、

「
何
月
に
な
っ
た
か
ら
服
装
を
変
え

よ
う
！
」
と
言
う
感
覚
で
は
体
調
を

崩
し
か
ね
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
先
入

観
や
、
続
け
て
い
た
習
慣
で
は
な
く
、

そ
の
時
に
感
じ
る
感
覚
に
合
わ
せ
て
、

皆
様
も
体
調
管
理
を
な
さ
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

今
回
は
「
人
参
」
の
ご
紹
介
で
す
。

　

前
回
の
紫
蘇
を
挟
ん
で
再
び
〝
根

菜
〟
の
種
類
で
す
。
人
参
も
春
蒔
き

と
夏
蒔
き
が
あ
り
、
夏
場
と
秋
の
深

ま
る
頃
に
食
せ
る
、
年
二
回
作
る
こ

と
が
で
き
る
野
菜
で
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・

大
根
な
ど
根
菜
類
は
、
年
に
二
度
楽

し
め
る
品
種
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

①　

種
以
外
に
揃
え
る
も
の

　

有
機
石
灰
（
有
機
だ
と
植
付
け
が

す
ぐ
に
で
き
ま
す
。）、
堆
肥
（
牛
ふ

ん
・
鶏
ふ
ん
な
ど
）、
野
菜
用
の
化

成
肥
料
、
用
意
で
き
れ
ば
有
機
肥
料

（
油
か
す
・
魚
粉
入
り
肥
料
な
ど
）。

　

②　

種
を
用
意

　

品
種
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
細

か
い
種
と
や
や
粒
の
大
き
い
種
が
あ

る
よ
う
で
す
。
実
を
重
視
す
る
場

合
は
、
大
粒
の
種
で
問
題
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
成
長
途
中

の
「
間
引
き
菜
」
を
食
し
た
い
方
は
、

細
か
い
種
を
使
用
す
る
方
が
多
い
様

に
思
い
ま
す
。

　

③　

土
壌
を
作
っ
て
種
ま
き

　

植
え
る
場
所
に
、
石
灰
と
堆
肥
を

深
め
で
よ
く
混
ざ
る
よ
う
に
耕
し
ま

す
。
そ
の
あ
と
幅
は
70
～
80
㎝
、
高

さ
15
㎝
程
の
低
い
畝
を
作
り
ま
す
。

畝
の
中
心
と
、
中
心
か
ら
10
～
15
㎝

幅
で
左
右
に
、
１
㎝
ほ
ど
の
浅
い
窪

み
を
指
で
作
り
、
そ
の
窪
み
に
３
～

４
粒
の
種
を
蒔
い
て
く
だ
さ
い
。
窪

ん
だ
分
の
土
を
掛
け
て
軽
く
押
さ
え

て
や
り
、
ジ
ョ
ウ
ロ
で
静
か
に
た
っ

ぷ
り
と
水
や
り
を
し
て
下
さ
い
。
種

が
流
れ
な
い
よ
う
に
掛
け
る
の
が
大

事
で
す
。

　

④　

間
引
き
（
マ
ビ
キ
）

　

こ
の
作
業
は
、
二
回
に
分
け
る
方

が
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
三
～
四
週

間
で
茎
葉
が
３
～
４
枚
に
な
れ
ば
、

生
育
の
良
い
物
を
２
本
残
し
ま
す
。

更
に
四
週
間
で
茎
葉
が
６
～
７
枚
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
回
目
の
間
引

き
を
し
て
一
本
に
し
ま
す
。

※
隣
接
の
根
を
抜
く
為
、
根
元
の
土

を
押
さ
え
な
が
ら
残
す
根
を
傷
め
な

い
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
間
引
き
を
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
間
引
き
の
菜
っ
葉
は
、
苦
み

の
癖
が
あ
り
ま
す
が
、
お
浸
し
・
炒
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め
物
・
天
ぷ
ら
等
に
し
て
食
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
等
が
本
体
の
根
よ
り
３
倍
も

豊
富
で
、
実
は
捨
て
る
の
が
勿
体
な

い
部
分
で
す
。

　

⑤　

追
肥
（
ツ
イ
ヒ
）・
土
寄
せ

　

二
回
目
の
間
引
き
後
、
二
週
間
後

を
目
安
に
肥
料
を
与
え
て
や
り
ま
す
。

化
成
肥
料
で
あ
れ
ば
20
ｇ
程
度
を
根

元
か
ら
少
し
離
し
て
円
を
描
く
よ
う

に
撒
い
て
や
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
指

先
で
良
い
の
で
、
軽
く
土
を
混
ぜ
て
、

根
元
に
土
を
寄
せ
て
軽
く
押
さ
え
て

や
り
ま
す
。
有
機
肥
料
で
も
大
丈
夫

で
す
。

　

⑥　

収
穫

　

種
ま
き
か
ら
１
０
０
日
～
１
２
０

日
で
収
穫
に
な
り
ま
す
。

目
安
は
、
土
か
ら
出
て
い
る
根
の
肩

の
部
分
が
、
直
径
４
～
５
㎝
に
な
っ

た
物
が
あ
れ
ば
、
茎
の
根
ぎ
わ
を

持
っ
て
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
の

遅
れ
た
物
は
、
根
が
割
れ
て
い
る
場

合
も
有
り
ま
す
。

　

今
回
の
ニ
ン
ジ
ン
は
、
脇
役
の
名

手
と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
ね
。
サ

ラ
ダ
・
炒
め
物
・
煮
物
は
も
ち
ろ
ん
、

赤
色
系
の
食
材
が
少
な
い
中
で
、
食

卓
の
彩
り
に
は
欠
か
せ
な
い
野
菜
で

す
。
一
皿
の
料
理
や
お
弁
当
の
中
で

も
、
美
味
し
そ
う
な
見
た
目
に
す
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。
味
付
け
と
し
て

も
、
塩
味
・
甘
味
・
酸
味
・
辛
味
・

苦
味
・
旨
味
と
、
ど
の
料
理
に
も
合

わ
せ
易
い
食
材
で
す
。
自
分
で
作
る

と
、
市
場
に
は
出
回
ら
な
い
葉
っ
ぱ

の
間
引
き
菜
で
、
通
常
口
に
し
な
い

栄
養
価
も
得
ら
れ
る
の
が
特
徴
の
野

菜
に
な
り
ま
す
。

　

大
根
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

土
壌
作
り
は
出
来
る
限
り
柔
ら
か
い

土
質
に
す
る
為
、
し
っ
か
り
耕
し
て

お
く
と
綺
麗
な
真
っ
す
ぐ
の
人
参
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
石
や

固
い
部
分
が
あ
る
と
根
が
二
股
三
股

に
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
次
回
は　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　

で
す
。

今
回
の
協
力
：
由
良
の
方
々

実
家
で
父
母
と
話
し

自
己
満
足

N
akanisi

　
先
日
、
実
家
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
父
、
母
と
私
で
世
間
話
や
昔

話
、
子
供
の
話
、
イ
ノ
シ
シ
被

害
の
話
（
こ
の
話
は
長
か
っ
た

な
ぁ
）
同
じ
内
容
の
話
ば
か
り

で
し
た
が
、
畑
の
準
備
を
し
な

が
ら
の
話
で
、
気
が
付
け
ば
ま

あ
ま
あ
準
備
も
進
ん
で
い
ま
し

た
。

　
実
家
に
来
た
か
い
が
あ
っ
た

な
と
自
己
満
足
。
ぼ
ち
ぼ
ち
で

い
い
か
ら
、
二
人
と
も
元
気
で

い
て
ほ
し
い
で
す
。
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ゆ
ら
・
リ
ン
グ
・
カ
フ
ェ

ゆ
ら
・
リ
ン
グ
・
カ
フ
ェ

　

５
月
24
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

～
午
後
３
時
00
分
、
由
良
地
区
公
民

館
１
階
で
久
し
ぶ
り
に
「
ゆ
ら
・
リ

ン
グ
・
カ
フ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
前
は
安
寿
足
湯
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
由
良
地
区

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
さ

れ
た
方
は
13
名
で
し
た
。
今
の
と
こ

ろ
人
数
制
限
を
15
名
（
高
齢
者
の
方

対
象
）
に
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人　

北
星
会　

天
橋

の
郷
と
は
ま
な
す
苑
の
職
員
さ
ん
が
、

数
名
来
ら
れ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

又
、
お
菓
子
や
お
茶
を
用
意
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
来
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
日
は
「
め
だ
か
バ
ン
ド
」
に

よ
る
演
奏
で
懐
か
し
い
曲
を
皆
さ

ん
一
緒
に
歌
っ
た
後
、「
健
康
体
操
」

で
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
菓
子
と
お
茶
で
楽
し
く

話
が
弾
み
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
帰
り
道
で
は
「
楽

し
か
っ
た
。」
と
話
を
し
な
が
ら
元

気
に
歩
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

毎
月
第
４
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
00
分

参
加
費　

３
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

は
ま
な
す
苑　

武
田
ま
で

電
話
番
号　

２
６
―
９
０
２
６

◎ 

６
月
は
28
日
（
金
）

◎ 

７
月
は
26
日
（
金
）

◎ 

８
月
は
23
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
カ
フ
ェ
で
は
、
介
護
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

ご 

案 

内
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由
良
の
大
緑
門

暴
風
雨
に
倒
壊
し
た

峰
山
線
祝
賀
日
の
椿
事

貯
金
全
部
を
挙
げ
て

校
舎
再
建
に
寄
付
し
た
姉

妹
を
由
良
小
学
校
落
成
式

に
表
彰

煙
火
と
万
歳
と
屋
台
の
囃
子
、
芸

者
の
踊
り
の
掛
け
声
の
中
を
丹
後

鉄
道
峰
山
線
舞
鶴
、
宮
津
間
を

開
通
し
て
生
ま
れ
て
以
来
汽
車

を
知
ら
な
い
老
人
子
供
等
が
沿
線

各
駅
付
近
に
筵
を
敷
い
て
汽
車
見

物
を
す
る
の
も
あ
り
文
化
の
力
は

轍
の
響
き
と
共
に
丹
後
の
奥
に
分

け
入
っ
て
ゆ
く
ー
ー
十
二
日
栗
田

と
宮
津
の
祝
賀
会
に
弓
張
り
凧
に

な
っ
た
五
百
の
来
賓
は
午
後
二
時

ご
ろ
由
良
小
学
校
で
開
か
れ
た
東

雲
、
四
所
、
由
良
の
三
村
連
合
会

に
臨
ん
だ
こ
と
は
既
報
の
如
く
で

あ
る
が
来
賓
一
行
が
駅
か
ら
会
場

に
行
か
ん
と
す
る
や
一
陣
の
暴
風

襲
来
し
て
青
年
会
寄
贈
に
か
か
る

駅
頭
の
高
さ
三
間
余
り
の
大
歓
迎

緑
門
は
メ
キ
メ
キ
と
物
凄
い
音
を

立
て
み
る
み
る
う
ち
に
倒
壊
し
た
。

そ
の
場
所
に
は
数
台
の
屋
台
が
据

え
付
け
ら
れ
そ
れ
に
は
趣
向
を
凝

ら
し
た
造
り
物
が
飾
ら
れ
聖
徳
会
、

そ
の
他
青
年
少
年
等
は
振
袖
、
友

禅
の
踊
り
子
姿
に
扮
装
し
後
鉢
巻

き
で
三
味
、
太
鼓
に
合
わ
し
て
来

賓
一
行
を
歓
迎
し
て
、
祝
賀
踊
り

の
真
最
中
に
多
数
の
群
衆
は
真
黒

に
な
っ
て
駅
頭
に
押
し
か
け
て
い

た
矢
先
と
て
悲
鳴
を
上
げ
る
も
の
、

子
を
呼
ぶ
も
の
な
ど
大
騒
ぎ
を
演

じ
た
が
幸
い
怪
我
人
は
な
か
っ
た

と（大
阪
朝
日
新
聞
京
都
付
録　
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丹
後
由
良
小
学
校
は
十
二
日
の
峰

山
線
開
通
祝
賀
会
に
次
い
で
十
三

日
午
前
十
時
か
ら
新
築
落
成
式
を

《
編
集
後
記
》

　

１
８
１
号
で
は
、
１
０
０
年
前
の

出
来
事
を
新
聞
記
事
か
ら
紹
介
し

た
。
丹
後
由
良
に
と
っ
て
大
正
13
年

４
月
12
日
・
13
日
は
格
別
に
重
要
な

日
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
写
真
は

１
０
０
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
現
在
の
様
子
と
は
全
く

違
っ
て
い
る
。
違
い
を
探
し
て
み
る

と
面
白
い
。
気
候
も
違
っ
て
い
た
よ

う
で
、
道
端
や
由
良
ヶ
嶽
に
は
４
月

と
い
う
の
に
ま
だ
雪
が
薄
っ
す
ら
と

積
も
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。ま
た
、

駅
前
通
に
家
が
無
く
、
桜
の
木
も
無

い
。
そ
こ
に
多
く
の
地
区
民
や
芸
屋

台
が
出
て
い
て
、
駅
前
に
暴
風
で
倒

壊
し
た
大
緑
門
が
建
っ
て
い
る
。

　

鉄
道
開
通
祝
賀
会
に
続
い
て
、
次

の
日
に
由
良
小
学
校
新
築
落
成
式
が

催
さ
れ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

加
佐
郡
由
良
村
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

は
感
服
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
今
、

少
し
で
も
で
き
る
こ
と
は
み
ん
な
の

力
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

挙
行
、
多
数
の
来
賓
接
待
に
は

四
十
余
名
の
処
女
会
員
が
斡
旋
し

た
。
同
校
は
一
昨
年
四
月
起
工
し

約
二
年
間
を
費
し
て
今
回
芽
出
度

く
竣
工
し
総
坪
数
二
千
六
百
坪
、

十
一
教
室
、
各
廊
下
は
全
て
一
間

半
と
し
採
光
十
分
で
あ
る
。

建
坪
千
四
百
坪
、
児
童
数

三
百
三
十
人
、
屋
外
運
動
場

千
二
百
坪
、
総
経
費
約
十
萬
円
、

加
佐
郡
内
第
一
の
校
舎
と
称
せ
ら

れ
る
。
当
日
中
西
一
雄
、
上
田
鐵

蔵
、
澤
井
一
家
等
の
一
萬
円
以
上

の
多
額
の
建
築
費
寄
贈
者
を
始
め

そ
れ
ぞ
れ
功
労
者
を
表
彰
さ
れ
た

が
、
そ
の
内
に
高
等
二
年
大
森
光

枝
、
尋
常
五
年
大
森
よ
し
え
の
姉

妹
は
一
昨
年
同
校
焼
失
当
時
真
先

に
貯
金
全
部
三
十
余
円
を
学
校
再

建
費
に
寄
贈
し
大
に
再
建
を
促
進

さ
せ
た
美
挙
を
表
彰
さ
れ
た
。

（
大
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朝
日
新
聞
京
都
付
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大
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